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北
陸
新
幹
線
の
開
業
は
、
人
・
物
・
情
報
の
流
れ

を
着
実
に
増
加
さ
せ
、
北
陸
地
区
の
景
況
を
お
だ
や

か
に
回
復
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

パ
ー
ク
北
陸
小
矢
部
は
、
県
内
の
有
効
求
人
倍
率
を

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
押
し
上
げ
る
な
ど
の
影
響
を

与
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
シ
ル
バ
ー
小

矢
部
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え

て
見
ま
し
た
。

近
年
、
入
会
を
希
望
す
る
会
員
は
伸
び
悩
み
、
仕

事
を
依
頼
す
る
方
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
事
態
も

生
じ
て
お
り
ま
す
。
確
保
す
る
た
め
、
チ
ラ
シ
、
会

員
懇
談
、
推
進
員
の
配
置
等
々
の
策
を
講
じ
て
き
ま

し
た
。
内
輪
の
声
だ
け
で
な
く
、
外
側
の
こ
れ
か
ら

入
会
さ
れ
る
方
に
魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
を
も
っ
と

も
っ
と
主
張
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

本
年
五
月
の
市
の
人
口
は
三
万
千
二
百
十
二
人
。

う
ち
六
十
歳
以
上
の
方
は
、
四
〇
・
四
％
、
シ
ル
バ
ー

の
会
員
は
三
月
末
で
三
百
六
十
一
人
で
、
現
在
の
会

員
の
六
十
〜
八
十
四
歳
の
人
口
の
三
・
三
七
％
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
六
十
〜
八
十
四
歳
ま
で
の
潜
在
対

象
高
齢
者
の
方
々
を
地
域
社
会
で
活
躍
い
た
だ
け
る

場
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
が
あ
る

の
で
す
。
六
十
歳
以
上
で
健
康
で
あ
る
が
就
労
さ
れ

て
い
な
い
方
に
、
こ
れ
ま
で
蓄
え
た
知
恵
、
技
を
他

の
人
や
地
域
で
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
に
よ
り

自
分
自
身
の
満
足
と
喜
び
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
シ

ル
バ
ー
会
員
と
一
緒
に
あ
な
た
自
身
の
青
春
を
お
う

歌
し
ま
せ
ん
か
と
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
が
喜
ん
で
仕
事
を
達
成
す
る
に
は
、
会
員
の

労
力
に
応
じ
た
処
遇
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
県
下
十
五
シ
ル
バ
ー
の
状
況
を
調
査

し
、
県
下
、
中
庸
の
水
準
の
単
価
を
採
用
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
い
つ
ま
で
も
当
セ
ン
タ
ー
が

元
気
で
健
康
な
高
齢
者
の
方
々
の
働
き
の
中
核
で
あ

る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
自
身
の
経
営
が
、
安
定
的
、
継

続
的
な
経
営
基
盤
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
事
務
費
の
改
定
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
会
員
が
活
動
中
に
被
災

す
る
ケ
ー
ス
等
に
は
、
シ
ル
バ
ー
保
険
を
適
用
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
年
の
契
約
改
定
に
当
っ
て
は
、
会

員
に
負
担
を
掛
け
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
働
い
て

い
た
だ
く
た
め
、
事
務
費
全
体
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と

と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
材
が
不

足
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
職
種
へ
の
新
規
開
拓
を
行

う
た
め
、
高
齢
者
活
用
・
現
役
世
代
支
援
推
進
員
を

配
置
し
、
小
矢
部
市
内
に
お
け
る
企
業
の
動
向
や
地

域
の
要
望
は
ど
う
か
を
把
握
し
高
齢
者
の
活
用
や
シ

ル
バ
ー
利
用
者
へ
の
支
援
に
資
し
て
ま
い
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
市
民
か
ら
の
要
望
に
応
え
ら
れ

る
会
員
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
公
益
社
団
法
人
小
矢

部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
組
織
存
続
の
絶
対

的
条
件
で
あ
り
ま
す
。
役
職
員
は
も
と
よ
り
、
会
員

一
人
一
人
が
自
分
の
問
題
と
し
て
、
会
員
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。



役

員

名

簿

理

事

長

東

勲

副
理
事
長

村

上

保

英

専
務
理
事

◯

澤

田

菊

信

理
　
　
事

◯

舟

本

　

勇

　

〃

五
反
田
　
範
　
子

　

〃

◯

高

西

久

文

　

〃

中

村

利

夫

　

〃

沢

修

一

　

〃

前

　

清

一

　

〃

松

本

彦

次

　

〃

松

本

靖

臣

　

〃

山

田

富

雄

　

〃

葭

田

光

子

監
　
　
事

福

田

秋

美

　

〃

松

本

俊

夫

◯
印
が
新
役
員
で
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
確
保
を
皆
ん
な
の
力
で

理
事
長東

　
　
　
勲
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去
る
五
月
二
十
九
日
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
、
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
セ
レ
ナ
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
会
員
三
〇
四
名
︵
出
席
者

一
五
三
名
、
委
任
状
提
出
者
一
五
一
名
︶
出

席
の
も
と
、
平
成
二
十
七
年
度
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
理
事
長
の
開
会
の
挨
拶
の
後
、
優
良

会
員
表
彰
、
感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
桜
井
森
夫
小
矢
部
市
長
、
吉
田

康
弘
小
矢
部
市
議
会
副
議
長
、
森
永
達
也
砺

波
公
共
職
業
安
定
所
長
、
中
田
俊
充
公
益
社

団
法
人
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
松
沢
地
区
の
浜
井
祐
介
さ
ん
か
ら
謝
辞
が

あ
り
、
今
後
も
安
全
第
一
で
就
業
し
、
会
員
同
士
の
交
流
と
親
睦
の
輪

を
広
げ
た
い
と
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
石
動
東
部
地
区
の

中
島
敏
雄
さ
ん
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
事
業
報
告
、
決
算
、
役
員
の
選

任
に
つ
い
て
の
審
議
や
今
年
度
の
事

業
計
画
、
予
算
等
が
報
告
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
、
閉
会
し
ま

し
た
。

定
時
総
会
の
後
、
互
助
会
の
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
事
業
報
告
、

決
算
、
役
員
の
選
任
、
事
業
計
画
、

予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
、閉
会
し
ま
し
た
。



今
年
度
か
ら
、
現
役
世
代
の
雇
用
環
境

向
上
の
た
め
、
人
手
不
足
分
野
等
に
お
け

る
指
揮
命
令
の
あ
る
職
域
で
の
就
業
機
会

を
開
拓
し
高
齢
者
の
活
躍
の
場
の
創
出
を

目
的
と
し
て
﹁
高
齢
者
活
用
・
現
役
世
代

雇
用
サ
ポ
ー
ト
事
業
﹂
を
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
活
用
・
現
役
世
代
支
援
推
進
員

を
中
心
に
、
当
該
分
野
に
対
す
る
各
地
域

に
お
け
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、就
業
開
拓
、

就
業
会
員
の
確
保
、
利
用
者
・
就
業
会
員

の
フ
ォ
ロ
ー
等
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
当
シ
ル
バ
ー
で
は
、
２
名
の
高

齢
者
活
用
・
現
役
世
代
支
援
推
進
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
活
用
・
現
役
世
代
支
援
推
進
員

上
　
田
　
賢
　
守

森
　
下
　
博
　
幸

高
齢
者
活
用
・
現
役
世
代

　
　
雇
用
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施

就任のあいさつ

このたび、四月より、前事務局長前田実氏の後任

として、事務局長に就任いたしました。

皆様方には日ごろから当センターの事業運営につ

き、格別のご理解とご支援を賜り心より厚くお礼申

し上げます。

少子高齢化が急激に進行している現状を踏まえ、

就労意欲を有する会員の皆様には、長年培った知識

と経験を生かして活躍できる環境の整備が大変重要

であり、シルバー人材センターの果たす役割と期待

はますます高まっております。会員や就業の確保を

積極的に図り、未就業者の解消、就業率の向上を重

点的に推進し、地域社会の信頼と期待に応え、更な

る取り組みが必要と考えております。

これまで、先輩方が築いてこられました小矢部市

シルバー人材センターの歴史と実績を守り、皆様方

のご指導とご協力を賜りまして、さらなる発展に微

力ではございますが、尽力してまいりたいと考えて

おります。今後ともよろしくお願いいたします。

専務理事
澤 田 菊 信事務局長

平
成
二
十
七
年
度

定

時

総

会

開

催
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︵
敬
称
略
︶

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
表
彰

六
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
第

二
十
回
定
時
総
会
に
お
い
て
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
岩
田
文
男
さ
ん

と
谷
内
久
子
さ
ん
が
、
優
良
会
員
と
し
て
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
会
員
表
彰
者

埴　

生　

岩　

田　

文　

男

東
蟹
谷　

谷　

内　

久　

子

感
謝
状
贈
呈
者

前
専
務
理
事
・
事
務
局
長

前　

田　
　
　

実

小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
表
彰

優
良
会
員
表
彰
者

石
動
西
部　

島　

津　

宣　

男　
　
　

東

蟹

谷　

畑　
　
　

光　

子

松　
　

沢　

葭　

田　

光　

子　
　
　

若　
　

林　

吉　

村　

登
志
子

北

蟹

谷　

石　

田　

紗
紀
子　
　
　

南　
　

谷　

村　

上　

正　

治

東

蟹

谷　

福　

江　

清　

信　
　
　

松　
　

沢　

浜　

井　

祐　

介

子　
　

撫　

森　
　
　

千
枝
子　
　
　

荒　
　

川　

横　

川　
　
　

正

石
動
東
部　

白　

尾　

幸
一
郎　
　
　

埴　
　

生　

花　

谷　

令　

子

埴　
　

生　

渡　

辺　

光　

男

薮　
　

波　

綾　

村　

多
弥
雄

南　
　

谷　

宮　

島　

ヨ
シ
子

埴　
　

生　

福　

光　

栄　

一

埴　
　

生　

河　

内　
　
　

稔

正　
　

得　

中　

村　

睦　

夫

感
謝
状
贈
呈
者
︻
永
年
役
員
︼

前　

田　
　
　

実

吉　

川　

昌　

成

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


皆
様
方
の
お
か
げ
で
、
今
日
ま
で
健
康
で
仕
事

が
出
来
た
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。


多
く
の
友
人
や
知
識
を
得
る
事
が
出
来
た
。


ド
ラ
イ
ブ
・
湯
め
ぐ
り


今
日
ま
で
元
気
で
、
会
員
と
し
て
仕
事
が
で
き

た
事
を
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。


い
ろ
い
ろ
な
講
習
会
に
参
加
し
、
学
ぶ
機
会
が

あ
っ
た
こ
と
。


実
益
も
兼
ね
畑
作
り
で
す
。


お
世
話
に
な
っ
た
事
務
局
等
の
方
々
の
ご
配
慮

に
、
心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。


色
々
な
お
仕
事
、
お
世
話
︵
委
員
︶
を
通
し
て
、

友
人
と
し
て
の
絆
が
更
に
深
ま
り
ま
し
た
。


書
道
︵
近
代
詩
︶
、
ド
ラ
イ
ブ 

他


今
日
ま
で
元
気
で
仕
事
を
し
て
来
れ
た
こ
と

に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。


新
し
い
友
達
が
た
く
さ
ん
出
来
て
、
仕
事
に
行

く
と
元
気
が
出
ま
す
。


フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
、
手
芸
、
読
書


退
職
後
の
仕
事
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

志
望
し
、
今
日
ま
で
元
気
で
働
か
さ
せ
て
頂
い
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。


多
く
の
人
と
出
合
い
友
達
が
出
来
た
事
で
す
。


読
書
、
旅
行
、
畑
作
り
、
草
刈
り
機
作
業































































































































































































優
良
会
員
受
賞
者
の
声


優
良
会
員
受
賞
に
あ
た
っ
て
一
言


会
員
で
あ
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と


趣
味
・
特
技

西　部

島 津 宣 男

松　沢

葭 田 光 子

若　林

吉村登志子

北蟹谷

石田紗紀子

東蟹谷

福 江 清 信
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会
員
と
し
て
健
康
で
、
現
在
も
仕
事
に
係
わ

れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。


い
ま
ま
で
知
ら
な
い
、
多
く
の
会
員
と
仲
間

が
出
来
た
こ
と
。


畑
作
り


今
日
ま
で
元
気
で
会
員
と
し
て
仕
事
が
出
来

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。


色
々
な
仕
事
で
多
く
の
人
と
知
り
合
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。


色
々
な
世
話
、
日
曜
大
工


元
気
で
仕
事
に
行
け
て
う
れ
し
い
。


仕
事
先
で
い
ろ
ん
な
人
と
出
逢
え
た
こ
と
。


踊
り
、
畑
作
り


健
康
で
今
日
ま
で
十
年
余
り
に
亘
っ
て
勤
め

る
事
が
出
来
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。


数
々
の
知
識
を
蓄
え
る
事
が
出
来
、
こ
れ
か

ら
の
余
生
の
人
生
に
き
っ
と
役
立
つ
と
思
う
。


野
菜
づ
く
り


今
日
ま
で
元
気
で
会
員
と
し
て
仕
事
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。


多
く
の
友
人
が
で
き
た
こ
と
。


グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ


ま
さ
か
自
分
が
賞
を
も
ら
え
る
な
ん
て
、

チ
ョ
ッ
ト
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。


仕
事
が
あ
る
事
は
元
気
の
み
な
も
と
で
す
。


畑
作
り
、
花
作
り
、
ビ
デ
オ
を
観
る
事
。


シ
ル
バ
ー
事
務
局
、
会
員
の
皆
さ
ん
、
家
族

の
協
力
に
感
謝
。


多
く
の
友
人
が
で
き
た
事
。


旅
行
、
ス
キ
ー


会
員
と
し
て
健
康
で
仕
事
が
で
き
た
事
、
又

就
業
先
の
方
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。


多
く
の
会
員
の
方
と
交
流
が
出
来
た
事
で

す
。


軽
ス
ポ
ー
ツ
何
で
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。


今
日
ま
で
怪
我
も
無
く
楽
し
く
、
会
員
と
し

て
仕
事
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。


い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
出
合
っ
た
事
が
、
良

か
っ
た
。


畑
作
り

受
賞
者
の
み
な
さ
ま
へ

優
良
会
員
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
は
60
歳
以
上
に
な
っ
て
も
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
健
康
的
に
生
き

る
す
ば
ら
し
さ
を
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
求
め
て
会
員
と
な
ら
れ

ま
し
た
。
10
年
ひ
と
昔
と
い
い
ま
す

が
、
若
い
時
と
ち
が
い
健
康
維
持
に

た
い
す
る
日
頃
の
努
力
に
改
め
て
敬

意
を
表
し
ま
す
。

高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
日
シ
ル

バ
ー
世
代
の
労
力
は
ま
す
ま
す
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。﹁
健
康
に
勝
る
富

は
な
し
﹂
の
言
葉
を
肝
に
銘
じ
、﹁
親

切
、
丁
寧
、
誠
実
な
就
労
﹂
で
地

域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
小
矢
部
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
つ
く
り
の
先
頭

に
た
っ
て
、
就
労
と
会
員
相
互
の
親

睦
に
ご
尽
力
願
い
ま
す
。

小矢部市にお住まいの60

歳以上で、健康で働く意欲の

ある方、皆さんのご近所やお

知り合いの方に、ぜひ声かけ

をお願いします。

会員募集中

松　沢

浜 井 祐 介

埴　生

福 光 栄 一

埴　生

花 谷 令 子

荒　川

横 川 　 正

埴　生

渡 辺 光 男

埴　生

河 内 　 稔

石動東部

白尾幸一郎

薮　波

綾村多弥雄

正　得

中 村 睦 夫
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昨
年
十
一
月
に
会
員
の
仲
間
入
り

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

退
職
後
十
年
余
り
家
に
い
た
の
で

今
は
さ
ま
ざ
ま
の
方
に
接
す
る
こ
と

が
で
き
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
十
月
に
開
館
さ
れ
た
小
矢
部

市
大
谷
博
物
館
に
説
明
員
・
清
掃
等

を
週
に
約
二
日
づ
つ
交
代
で
勤
め
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
大

変
に
不
安
で
し
た
が
、
先
輩
の
方
々

に
助
け
ら
れ
よ
う
や
く
少
し
慣
れ
て

き
ま
し
た
。

地
元
に
生
ま
れ
、
名
誉
市
民
の
大

谷
米
太
郎
・
大
谷
竹
次
郎
氏
兄
弟
を

子
供
の
頃
か
ら
尊
敬
と
親
し
み
を
込

め
て
大
谷
さ
ん
と
呼
ば
せ
て
も
ら

い
、
そ
の
生
誕
の
館
で
働
け
る
ご
縁

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
大
谷

兄
弟
さ
ん
の
こ
と
を
知
れ
ば
知
る
程

そ
の
偉
大
さ
、
偉
業
に
驚
く
ば
か
り

で
す
。

今
年
の
三
月
、
こ
の
施
設
が
国
の

登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

開
館
以
来
、
市
外
や
県
外
か
ら
も
見

学
に
来
ら
れ
ま
す
。
市
内
各
小
学
校

や
地
区
公
民
館
活
動
等
の
団
体
で
の

見
学
説
明
に
は
、
緊
張
し
て
い
つ
も

冷
た
い
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。
ま
た

同
年
代
や
高
齢
の
方
た
ち
は
、
館
内

の
造
り
や
展
示
物
に
自
分
達
の
育
っ

た
時
代
背
景
や
思
い
出
を
重
ね
て
熱

心
に
見
学
さ
れ
、
説
明
に
も
力
が
入

り
ま
す
。

先
人
達
の
生
活
や
、
農
作
業
の
苦

労
を
改
め
て
思
い
又
、
戦
後
高
度
成

長
の
け
ん
引
役
を
務
め
郷
土
の
発
展

に
物
心
両
面
で
尽
く
さ
れ
た
大
谷
家

の
方
々
を
幅
広
く
伝
え
続
け
て
い
く

こ
と
は
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
経
験
豊
富
な
会
員
の

皆
様
と
講
習
会
や
交
流
会
を
通
じ
、

大
い
に
学
び
元
気
で
楽
し
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
大
谷
博
物
館
へ
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
い
。待
っ
と
っ
ち
ゃ
〜
。

シ
ル
バ
ー
会
員
と
な
っ
て

　
　
　
若
林
地
区
　
岡

田

好

子

安 全 管 理 委 員 会 だ よ り

知っていますか？
道路交通法が一部改正されました

安全管理委員会では、全会員に平成27年度の安

全就業スローガンを募集いたしました。多数の応募

の中から、安全管理委員会で厳正な審査を行った結

果、最優秀賞１点と優秀賞、佳作各１点を平成27

年度安全就業スローガンとして決定し、年間を通じ

て活用します。

なお、優秀作品は５月29日開催の定時総会にお

いて表彰を行いました。

平成27年６月１日より、交通の危険を生じさせる違反を
繰り返す自転車の運転者には、安全運転を行わせる講習の受
講が義務付けられます。（子供でも14歳以上は対象）

違反を３年以内に２回以上繰り返す

自転車利用者に講習の受講を義務づ

け、未受講者は罰金刑が適用されます。

※通勤途上は事故の発生が多いです。慣れた

道でも常に安全に心掛けましょう。

【最優秀賞】

 気をつけよう　小さな油断が　大事故に

塚 本 博 久（正得地区）

【優 秀 賞】

 毎日作業　初心にかえって　達成感

池 田 和 之（埴生地区）

【佳　　作】

 思い込み　慣れた作業に　危険な芽

高 田 昭 子（南谷地区）

平成27年度

小矢部市シルバー人材センター
安全就業スローガン

《交通の危険を生じさせる違反14項目》
①信号無視 ⑧交差点優先者妨害等

②通行禁止違反 ⑨環状交差点の安全進行義務
　違反

③歩行者道路徐行違反 ⑩指定場所一時不停止等

④通行区分違反 ⑪歩道通行時の通行方法違反

⑤路側帯通行時の歩行者通行
　妨害 ⑫ブレーキ不良自転車運転

⑥遮断踏切立入り ⑬酒酔い運転

⑦交差点安全進行義務違反等 ⑭安全運転義務違反

会員の声



姫路城　

有馬グランドホテル全景
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役

員

名

簿

会
　
長

長
谷
川
　
良
　
一

副
会
長

浜
　
井
　
祐
　
介

　
〃

吉
　
村
　
登
志
子

委
　
員

太
　
田
　
昌
　
幸

　
〃

川
　
合
　
正
　
隆

　
〃

塚
　
田
　
睦
　
雄

　
〃

富
　
田
　
昭
　
美

　
〃

中
　
村
　
睦
　
夫

　
〃

能
　
登
　
壽
美
子

　
〃

橋
　
本
　
政
　
子

　
〃

山
　
口
　
善
　
嗣

　
〃

葭
　
田
　
光
　
子

監
　
事

吉
　
倉
　
尚
　
幸

　
〃

五
反
田
　
範
　
子

会
員
互
助
会

書道同好会は、今年も５月29日の定時総会の会場ロビーにて作品展

を開催いたしました。力強い大作から繊細で流れるような小品まで数

多く展示されました。「墨
スミ

倶
ク

愛
ラブ

」に入会して来年出品してみませんか？

そば打ちに興味のある方体験してみませんか？ 会員以外の方もＯＫ！友達を誘って参加してください。

日　時：平成27年8月28日（金）午前10時〜 募集定員：40名

場　所：そば打ち道場（旧ＪＡいなば宮島支所） 申し込み締め切り：8月25日（水）

参加費：シルバー会員 500円　会員以外の方 800円

お問い合わせ・お申し込み　小矢部市シルバー人材センター事務局まで

互助会だより

会員研修会のご案内

【日　時】平成27年11月5日（木）〜6日（金） 【募集人員】80名

【参加費】男 30,000円　女 28,000円 【参加申込について】参加申込書は、9月上旬配布予定です。

【行　程】

平成27年度の会員研修会の日程が決まりました。今から予定をつけて是非ご参加ください。

丹波篠山散策・姫路城見学　有馬温泉の旅

11/5

（木）

 貸切バス 出石皿そば 世界遺産（今年綺麗になった）

小矢部市＝小矢部IC＝〈高速〉＝砥堀IC＝文楽砥堀店（昼食）＝姫路城（見学）＝
 7：00 12：00〜13：00 13：30〜15：00
 日本三大古湯

＝砥堀IC＝西宮北IC＝有馬温泉（泊）（有馬グランドホテル）
 16：30頃 朝×　昼◯　夕◯

11/6

（金）

 城下町をガイドがご案内

ホテル＝西宮北IC＝丹南篠山口IC＝篠山市シルバー人材センター（視察研修）＝城下町篠山市内（大書院・青山歴史村等・昼食）＝
 8：30 9：45〜10：45 11：00〜13：30

丹波産の材料を使ったお菓子

＝お菓子の里丹波＝丹南篠山口IC＝〈舞鶴・北陸〉＝小矢部IC＝小矢部市
 13：45〜14：15 19：00頃 朝◯　昼◯　夕×

同好会だより

そば打ち体験会のご案内

入会者募集中!
活動日／毎月第２・４木曜日　午前10時〜

場　所／シルバー人材センター２階会議室
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水島地区　前田　実

今回、会報誌上で盆栽を取り上げていただくことになり、ま

ずはお礼を樹木に代わり申し上げます。

北陸銀行石動支店のカウンター上で、新緑を楽しんでもらう

ということで３週間にわたり盆栽を展示させていただきまし

た。カウンターの事務員さんのお話では、かわいい等の反応が

あった旨うかがい、何よりも盆栽自身が喜んでいるのではと

思っております。秋の紅葉の出来を見て又展示をお願いする運

びになっております。

私事になりますが、シルバー在職４年間、会員の皆様はじめ

理事長、役員、事務局の皆様にはひとかたならぬご配慮をいた

だいたこと深く誌上ではありますが、感謝申し上げます。他面

にわたり、ご支援ありがとうございました。

「シルバーの日」の

と き　10月14日（水）

場 所　クロスランドおやべ

地区名 氏　　名

石動西部 藤 田 弘 志

石動中部 嶋 田 秀 二

石動東部 中 島 敏 雄

石動南部 吉 倉 尚 幸

石動北部 相 浦 寅 松

南 谷 １ 前 田 清 一

南 谷 ２ 横　山　多喜雄

南 谷 ３ 村 上 正 治

埴 生 １ 林 　 善 和

埴 生 ２ 石 田 　 正

綾 子 南 　 久 男

宮 島 石 田 亮 一

子 撫 居 村 善 次

北 蟹 谷 寺 嶋 幸 敏

東 蟹 谷 福 江 清 信

薮 波 １ 藤 田 一 誠

薮 波 ２ 綾　村　多弥雄

水 島 細 川 清 二

津 沢 １ 上 田 　 満

津 沢 ２ 栗 山 幸 子

若 林 １ 吉　村　登志子

若 林 ２ 太 田 昌 幸

松 沢 １ 石　原　富士夫

松 沢 ２ 宮　田　喜久治

荒 川 １ 中 村 利 夫

荒 川 ２ 橘 　 常 夫

正 得 中 村 睦 夫

地区連絡委員名簿

ボランティア・
　　会員のつどい

障子を貼り替えようと準備

万端だったのですが、ついつ

い日延べになり、シルバーの

作業に依頼しました。日を置かず、丁寧な仕上りにとても嬉し

く思いました。朝陽が射し込み真白な面に桟の影を見ながら、

ピンと貼った絹張りの部分にも清々しい気分に浸っています。

先日、技能講習で就業に必要な基礎知識や実習を通じての接

客マナー等、スーパー業務補助を学ぶ機会がありました。丁度

「14歳の挑戦」で中学生と一緒になり、感想を聞き、流通の一

端も知り、よい勉強になりました。

少子高齢化の時代に入り、私達シルバー世代の能力、労力、

知力が社会に必要とされる時の到来と聞きます。自分の出来る

役割を担って行きたいものです。

会員の皆様には、暑さを乗り切り、広報掲載の秋の催事に参

加いたしましょう。 広報委員　葭田光子

今年もチャリティーバザーを実施いたしま

すので、出品にご協力お願いいたします。

平成27年4月1日現在
ほのぼのコーナー

あとがき

お 知 ら せ


